
令和２年（2020年）	 12月 25日	発行	 ねりま地域活動ニュース	 第	44	号	 （第1面）

【特別号】町会特集

町会長にお話を伺いました！
	 	……… 1・2・3	面
町会・自治会について	………… 	4	面

　地域活動に関する相談を受け付けています　

　相談希望は区民協働交流センターへ（４面参照）　

■	区民協働交流センターの窓口では、町会・自
治会、ＮＰＯ、ボランティア団体などの活動
に関する相談を随時受け付けています。

	 どうぞお気軽にご利用ください。
受付時間：	９時～22時

	 年中無休（12/29～1/3を除く）

【事前予約が必要な相談内容】
①	ＮＰＯ法人の立ち上げ、運営等に関すること
②	会計・税務に関すること

専門の相談員や税理士が対応しますので、　
事前に電話でのご予約をお願いします。

　私は43歳の時、当時の西大泉町
会に加入しました。これまで36年
間、町会活動に携わり、練馬区町
会連合会会長、東京都町会連合会
副会長の職も拝命しています。加
入当時は、学校長や消防署職員、
民間企業などを退職された方のほ
とんどが、町会役員に誘われるま
ま就任するなど、地域における協働、

共助の意識が自然と成立していた
ように記憶しています。
　最近は働き方も多様化・複雑化
し、社会参加する女性も増え、日中、
ご自宅にいないことも多いせいか、
町会に加入しない方が増えていま
す。さらに、この区域は農地が多い
こともあり、徐々に宅地への転用
が進み、現在も転入者が増え続け
ています。
　こうなると加入率は少しずつ下
がり続けます。加入率の低下は、
防災活動をはじめ、高齢者や子ど
もの見守りなど地域最大のセーフ
ティネットワークの機能の低下に
もつながります。
　そのため、転入された方がいる
と、１週間以内に加入案内に出向
くようにしています。1か月もする

と、ほぼ加入しなくなることが分かっ
ているからです。案内をすることで、
毎年30人くらいの方に加入してい
ただいています。
　しかし、今のままでは安全・安心
な地域社会を維持することはでき
ません。これまでも学校や警察署、
消防署などの公的機関やＰＴＡな
どと連携し、地域住民の安全・安心
の確保に全力で取り組んできまし
たが、今後、地域社会では認知症
高齢者、外国人対応をはじめ、予
期できない様々な問題も発生する
ことが予想されます。安全・安心な
地域社会を持続させていくために
は、同じ地域課題の解決に当たっ
ている個人やNPO等との連携も
必要です。
　これまでご紹介してきた町会・自
治会の実態とこれからの地域社会
のあるべき方向性については、区
内のどこの団体にも当てはまるも
のと思います。地域活動をされて
いる皆様、これから活動を始めよ
うとしている皆様、私たち町会・自
治会と、誰もが住み良い安全・安心
な地域社会のあり方について共に
考え、取り組んでいきませんか。

年に１回、練馬植樹推進会と協力し、区から供給
された苗木を地域住民に配布している様子

� 加入を案内した時の様子

練馬区町会連合会
（西大泉連合町会）
会長　加藤		政春

町会長にお話を伺いました！特別号

ＮＰＯ法人点訳・音声訳集団一歩の会　練馬区高松2-16-12　TEL：03-3577-5666

ご存知でしたか？　練馬区立区民協働交流センター発行「ねりま地域活動ニュース」は音声で伝える
「視覚障害者用」録音版を貸し出しています。ご希望の方は一歩の会にお申し込みください。★音声でお読みください

練馬区立区民協働交流センター
練馬1-17-1ココネリ３階　TEL :03-6757-2025　年中無休　9時～22時	（12/29～1/3は休業）

練馬区立区民協働交流センター　フェイスブック 検索

https://www.facebook.com/
Nerimakyodokoryucenter/

facebook

練馬区立区民協働交流センター　ツイッター 検索

https://twitter.com/
� kyodo_nerima

twitter

練馬区立区民協働交流センター 検索

http://www.nerima-kyodo.com/

ホームページ
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１		町会・自治会とは
　練馬区内の一定の区域に住所を有する者の地縁に基
づいて形成され、特定分野の活動ではなく、地域住民
の交流、防犯・防火・防災などの地域の安全を守る活動、
環境美化活動等、広く地域社会の形成、維持および発
展に資する地域的な共同活動を行う団体です。

地域で活動されている皆さん、住みよい地域づくりのために、
ともに考え、一緒に行動しませんか？

２		町会・自治会の取り組み

行政情報や地域の情報等をいち早く
入手し、掲示板や回覧板により情報
を周知する活動を行っています。

●情報の周知活動
地域の清掃や資源回収など、地域の
衛生・美観を保ち、リサイクルを推進
するための活動を行っています。

●清掃・美化・リサイクル活動

お祭り、盆踊り、もちつき大会の実
施など、住民同士の交流・親睦を深
める活動を行っています。

●親睦を深める事業
“いざ”という時に備えて、初期消火
や安否確認等の防災訓練を実施する
など、日頃から災害に備える活動を
行っています。

●災害に備える取り組み
防犯パトロール、子どもの登下校時
の見守りや高齢者への声掛けなど、
地域の安全・安心を守る活動を行っ
ています。

●安心・安全な地域づくり

子ども向けの行事やラジオ体操など、
子どもたちの社会性や豊かな心を育
む活動を行っています。

●青少年の健全育成

※活動内容は、町会・自治会によって
異なります。

※詳しい内容については、各町会・自
治会にお問い合わせください。

町会・自治会について

【問い合わせ】	地域文化部	地域振興課	地域コミュニティ支援係
	 TEL：03-5984-1039（直通）　FAX：03-3557-1351
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NPO法人PLAYTANKと協力し、
光が丘の夏の雲公園で毎月行って
いる「多世代交流プレーパーク」

光が丘地区連合協議会（略称：光
連協）活動の日々
　1968年、グラントハイツ跡地一
帯を光が丘１番地と命名。1983
年に住居表示変更で１～７丁目
が誕生し、同時に公園南、ゆりの
き通り北、都営第一で入居開始。
　1986年、加盟15団体で光連
協を設立して活動を始め、現在
は管理組合部会、自治会部会、防
災組織部会と３つの部門に分か
れ、加盟団体は59団体、世帯数は
11,000世帯を超えています。
　高齢者の交流・外出を促す一
助として、おしゃべりを楽しむ目
的で「きずなサロン」、認知症予
防を目的に英会話教室と称する
「イングリッシュサロン」、健康管
理の一助に「グランドゴルフ」や
「ボッチャ」、他のNPOと連携・協

働して「多世代交流プレーパーク」
（NPO法人PLAYTANK）や無償
学習塾（NPO法人さつきファミ
リー）を展開しています。
　また、練馬区の委託事業として、
光が丘地域の５つの区立公園の清
掃管理を60名を超えるスタッフ
で毎日活動しています。（日曜・年
末年始を除く）
　それぞれのNPOの持つ経験と
知識は、私どもの団体に足りない
もので、正に「専門店」と言って
も過言ではありません。私どもが
持つ人の動員力、NPOの持つ専
門的知識・経験との結びつきは、
地域活性化の核となりつつあり
ます。
　今一番の関心事は新型コロナ
ウイルスですが、収束には数年必
要でしょう。その結果として個人・
団体そして社会生活は大きく変
化することになるでしょう。その
間、少子・高齢化は一段と進み、さ
らには自然災害による被害も想
定されます。不確実な時代の到来
に備える手段、それはいわゆる町
会組織とNPOとの協働です。日
頃から、お互いに相手のことを知
り、交流を深めて行くことが大切
です。

年齢・性別にかかわらず、誰で
も楽しめるボッチャ。毎週月曜
午後に行われているボッチャ�
健康クラブは大人気

豊玉小学校での4年生総合授業
「地域の方はどんな活動をして
いるかな」の１コマ

　私は新宿区矢来町で生まれ、
中学生の時に練馬に越してきて
62年が経ちました。
　新宿区では近くに広場がなく、
道路を交通止めにして開催して
いた盆踊りやお祭りが懐かしい
思い出です。豊玉で生まれた子
ども達にはここが故郷になるわ
けですから、良い思い出が残る
よう町会活動をしています。
　私が町会に関わったきっかけ
は、３人の子どものPTA役員に
なり、地域や公のお役を受けて
知り合った方のお誘いでした。
　豊玉は６町会が氷川神社に集
まり、お祭りの相談や町会の情
報交換をしています。お祭りで
は６町会の神輿が揃う「連合渡
御」は壮観です。６年前に町会長
になり、その相談会に参加する

ようになりました。１町会10名
ずつ計60名が集まる中、女性
は私１人ということにびっくり。
何十年もこの体制を気にせずに
きた、この地域の旧（ふる)さを
感じました。
　町会連合会でも女性が会長の
町会はいくつかありますが、ま
だ持続可能な社会（SDGs）の意
識は少ないようで、誰もが参加
したいと思えるように変えなけ
ればいけません。
　私の経験では、町会長はPTA
会長など若い人達と関わる経験
があると、若い人を理解し受け
入れやすいようです。
　現役世代は「仕事が忙しく、
手伝いたいけど役員はまだ無
理」という方も多いので、豊玉
西町会では「サポートチーム」を
作り、できる時だけ参加すると
いう方もいます。将来、期待の
役員候補です。
　町会は、役所、学校、警察、
消防ともつながっています。ま
ずはご近所のつながりが大切で
す。最近は「近助」という言葉を
聞きます。まさに町会のつなが
りです。今後も近所が顔見知り
で、多世代がつながる、住みよ
い街づくりを心がけたいです。

児童の下校時に合わせて、月２
回行っている防犯パトロールの
様子

関町特別養老老人ホーム職員を
対象とした「段ボールトイレ」の
制作訓練の様子

　関町南北町会は、練馬区南西
端で都内西端武蔵関駅の南、関
町北２丁目と、西東京市と武蔵野
市に面した関町南４丁目からな
り、区域端より南約400ｍに武
蔵野市役所があります。吉祥寺駅・
三鷹駅まで歩いて30分ほどです。
　かつての町会活動は親睦や美
化活動を中心としてきましたが、
２０１１年の東日本大震災をきっか
けに、地域住民からの要請もあ
り、町会とは別組織の防災会を、
地域にきめ細かく対応するため
３つに分割して設立しました。防
災会では、地域に居住する全て
の人を対象に、発災時の安否確
認と初期消火を目指しています。
2016年、防災力強化のため、関
係団体の連携が不可欠と考え、
町会長が広くゆるやかな連携を

呼びかけ、「関町防災ネットワー
ク」を立ち上げました。
　2019年には、町会と同町内の
３防災会、都営練馬関町南４丁目
第2アパート自治会防災会、関町
北３丁目町会・同防災会および関
町小学校避難拠点運営連絡会、
慈雲堂病院の９団体に加えて、
関保健相談所、関町特別養護老
人ホーム、関町ボランティア・地
域福祉推進コーナーなどの団体
が新たに加わり、さらに練馬区
と石神井消防署の協賛を得て、
合計14団体の連携体制に成長し
ました。協働事業として、防災
体験学習会を年１回実施してい
ます。東京女子学院のボランティ
ア部の学生さんや東京土建練馬
支部の「まちの救助隊」の皆さ
んも参加しています。
　関町小学校体育館・校庭で、
災害時に役立ついろいろな工夫
や、応急手当、凸凹道の車椅子
の操作などを学習しました。東
京消防庁からは、はしご車に加
え、ヴァーチャルリアリティで地
震体験ができる特別車が来て、
若い参加者に好評でした。
　今後も広く防災活動を展開す
るため地域の団体と連携を図っ
ていきます。

慈雲堂病院の医師による風呂
敷を使った応急処置訓練

光が丘地区連合協議会
会長	　髙橋		司郎

豊玉西町会
会長　川端		法子

関町南北町会
会長　野口		渉

町会長に お話を伺いました！特別号


